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戸
守
二

タ
ヨ
ジ
マ
蛸
島
珠
洲
郡

E
院
郷
に
毘
す
る
部
一
夜
。
子
孫
相
繕
い
で
務
に
仕
へ
る
。

務
。
能
登
名
跡
志
に
、
『
蛸
島
村
は
雲
津
よ
り
ご
十
町
一
タ
ゴ
ヅ
ヤ
マ
多
子
津
山
石
川
郡
大
門
山
と
且

あ
り
。
家
撤
回
百
腎
あ
り
。
近
郷
の
猿
揚
に
て
、
四
一
原
山
と
の
聞
に
在
る
山
。
高
さ
一
ご
七
二
米
。
地
質

十
物
兵
他
問
屋
あ
り
。
昔
此
神
に
大
な
る
舗
あ
り
。
一
石
英
粗
商
岩
。

防
中
叉
は
往
来
の
人
を
取
る
。
此
山
の
山
紳
と
戟
ひ
二
ダ
ザ
イ
ウ
ヂ
太
宰
氏
織

m信
長
の
庖
平
手
政

終
に
山
静
卒
げ
給
ふ
に
よ
り
、
今
氏
神
山
正
徳
現
是
一
一
売
は
申
務
大
舗
と
掃
し
た
が
、
そ
の
主
の
無
遣
や
・
諌

な
り
。
其
蛸
化
し
て
島
と
成
る
。
今
排
財
突
の
宮
あ
一
め
て
切
腹
し
た
。
ご
代
監
物
汎
秀
亦
信
長
に
仕
ヘ
、

り
て
、
磁
三
回
町
に
在
り
。
依
っ
て
蛸
島
の
名
あ
一
三
方
ヶ
原
の
役
に
徳
川
家
康
の
軍
荷
数
う
て
戦
夜
し

り
。
』
と
い
ひ
、
文
化
の
郡
方
番
上
に
は
、
『
蛸
島
村
一
た
。
三
代
秀
言
の
時
織
問
民
滅
び
、
後
金
制
仰
に
移
住

の
島
に
蛸
多
〈
居
申
故
、
村
名
も
右
島
を
か
た
取
、
一
し
、
そ
の
子
言
親
は
横
山
氏
に
仕
へ
た
。
言
親
の
季

蛸
島
村
と
唱
へ
申
由
。
唯
今
は
右
島
を
蛸
島
の
島
と
一
子
言
辰
は
姻
族
太
宰
抑
制
翁
の
家
を
嗣
ぎ
、
後
去
っ
て

ま
で
唱
へ
申
。
』
と
記
す
る
。
一
信
濃
飯
間
侯
嫡
民
に
仕
へ
た
。
言
辰
に
三
子
あ
っ
た

タ
ゴ
シ
マ
因
子
島
能
奨
郡
山
上
郷
に
屈
す
る
一
.
が
、
長
軍
光
は
疲
疾
に
よ
っ
て
備
と
な
り
、
次
子
純

部

務

。

一

は

延

費

八

年

九

用

飯

田

に

生

ま

れ

、

元

総

元

年

九

月

タ
ゴ
シ
マ
因
子
島
石
川
郡
湯
滴
郷
に
毘
す
る
一
矢
と
共
に
江
戸
に
移
っ
た
。
純
は
即
ち
春
盟
端
で
あ
る
。

部
務
。
越
脅
賀
三
州
志
般
雛
考
に
、
賊
魁
蛸
島
宇
介
一
世
に
春
盛
の
加
賀
に
縁
故
あ
る
如
〈
に
言
ふ
も
の
は

こ
の
村
に
あ
っ
た
が
、
佐
久
間
盛
政
之
を
懐
け
て
、
一
こ
の
故
で
あ
る
。

刀
利
左
衛
門
の
御
跡
遺
山
の
鍾
を
陪
し
た
と
あ
る
。
一
タ
ザ
キ
ガ
ハ
田
崎
川
↓
タ
ケ
ナ
カ
ガ
ハ
竹

タ
コ
ジ
マ
ヨ
ウ
揃
島
港
珠
洲
郡
蛸
島
の
商
、
一
中
川
。

E
院
の
東
南
な
る
海
商
を
い
ふ
。
南
に
排
天
島
を
控
一
タ
タ
カ
ハ
チ
マ
ン
ジ
ン
タ
ヤ
田
鹿
八
幡
紳
枇

へ

て

ゐ

る

。

一

4
タ
ヂ
カ
ハ
チ
マ
シ
ジ

y
ジ
ヤ
凹
近
八
備
前
世
。

タ
ゴ
シ
マ
ジ
ヨ
ウ
因
子
島
披
石
川
郡
田
子
島
一
タ
ジ
日
田
尻
江
沼
郡
北
滋
に
臨
す
る
部
務
。

に
在
っ
た
。
越
菅
賀
三
州
志
故
櫨
考
に
、
賊
締
宇
野
一
加
越
関
諦
記
の
突
文
サ
一
年
七
用
朝
品
川
宗
摘
が
加
賀

次
郎
右
衛
門
こ
L
に
住
し
た
と
い
ふ
が
俸
が
な
い
。
一
に
出
馬
し
た
傑
に
、
『
小
箆
・
橋
立
・
潟
山
津
・
回
民
の

そ
の
第
跡
・
翻
馬
場
と
い
ふ
地
も
、
口
碑
は
あ
る
が
一
捕
に
焼
径
は
、
漁
舟
に
と
ぼ
す
ゐ
ざ
り
火
の
浪
を
焼

荘
然
と
し
て
明
ら
か
で
な
い
と
あ
る
。
一
〈
か
と
あ
や
ま
た
る
。
』
と
あ
る
。

タ
ゴ
シ
マ
シ
ン
因
子
島
新
能
美
郡
山
上
郷
に
一
タ
タ
9
ガ
ハ
田
尻
川
江
沼
郡
高
尾
か
ら
出
て
、

臨
す
る
部
務
。
奥
九
郎
島
駅
と
共
に
総
稗
し
て
出
合
一
国
民
を
濁
り
、
日
本
海
に
注
ぐ
。
長
さ
約
三
粁
像
。

島
と
い
ひ
、
石
川
郡
の
運
上
島
と
入
曾
に
な
っ
て
居
一
タ
ジ
リ
シ
ゲ
ウ
ヂ
田
尻
重
氏
活
様
七
右
衛
門
。

た
か
ら
、
明
治
廿
四
年
之
を
石
川
郡
の
地
籍
に
移
一
寛
文
十
年
初
め
て
百
五
十
石
を
以
て
召
出
さ
れ
、
元

L
、
凡
ぺ
て
出
合
島
と
い
ふ
こ
と
に
し
た
。
一
線
十
六
年
授
。
子
富
太
夫
綴
ぎ
、
乱
心
し
て
断
絶
し

タ
コ
ジ
ユ
ウ
ザ
Z
号
ン
多
胡
+
左
衛
門
初
め
一
た
。

て
前
回
綱
妃
に
仕
へ
て
三
百
石
を
領
し
、
貞
享
=
一
年
一

タ
ジ
リ
シ
ゲ
タ
ケ

タ
コ
ー
ー
タ
タ

田
尻
霊
武

活
稽
宅
丞
・
漏

次
右
衛
門
。
七
右
衛
門
霊
氏
の
子
で
、
章
氏
の
嫁
に

し
て
年
寄
女
中
で
あ
っ
た
岸
野
の
後
を
立
て
、
機
増

し
て
四
百
.
石
に
京
っ
た
。
元
機
ご
年
大
小
勝
か
ら
袋

小
絡
を
絡
、
奥
小
勝
椛
日
に
去
り
、
資
永
八
年
混
ぜ

ら
れ
た
。
子
係
樹
繕
い
で
務
に
仕
へ
る
。

タ
シ
ロ
田
代
同
軍
部
笛
日
の
内
の
小
字
。

タ
シ
ロ
国
代
珠
洲
郡
木
郎
郷
に
屈
す
る
部
落
。

タ
ス
ケ
ゴ
ヤ
助
小
屋
石
川
郡
笠
舞
に
在
っ
た

加
賀
務
の
窮
民
収
容
所
は
、
之
を
非
人
小
屋
と
い
ふ

こ
と
が
暫
沼
で
あ
る
が
、
亦
お
助
小
屋
と
呼
ぶ
こ
と

も
あ
っ
た
。
天
保
九
年
の
飢
餓
の
際
に
は
、
そ
の
外

所
々
に
お
助
小
屋
が
設
け
ら
れ
た
。
綿
棒
屋
政
右
衛

門
自
記
に
、
『
笠
舞
村
に
は
御
助
け
小
屋
前
々
よ
り
有

之
外
に
、
ま
た
御
小
屋
建
ち
た
り
。
共
外
川
上
芝
居

跡
・
妙
義
芝
属
小
屋
跡
・
天
神
町
・
昌
安
町
・
浅
野
町
、

こ
の
蕊
ヶ
腕
は
此
時
新
に
相
建
ち
、
右
の
御
助
小
屋

へ
何
詩
人
と
い
ふ
人
々
は
ひ
り
候
。
』
と
あ
る
。

タ
ダ
多
国
河
北
郡
英
凹
郷
に
題
す
る
部
落
。

タ
ダ
ヂ
ン
ス
ケ
多
国
玄
介
鳳
京
都
鵜
川
の
入
。

字
は
士
閥
、
脱
は
関
洲
・
感
・
海
・
文
淵
。
蜜
名
菖
五
郎
、

後
源
介
・
玄
介
と
殴
め
た
。
寛
延
元
年
金
探
鏡
屋
十

ご
郎
の
養
子
と
な
っ
た
が
、
銭
時
三
年
離
縁
の
後
彰

城
百
川
の
門
に
入
り
、
簡
を
醤
〈
し
、
叉
築
剰
に
妙

を
得
、
十
年
横
山
山
城
守
に
仕
へ
て
秩
隊
十
人
挨
持

を
受
け
た
。
快
諜
放
穏
落
。
明
和
四
年
務
侯
前
回
宣

教
共
の
居
室
に
讃
闘
を
作
ら
せ
た
が
、
殿
中
に
脅
る

に
日
之
援
を
結
び
袴
を
着
け
る
煩
あ
る
を
憂
へ
、
筆

を
執
る
こ
と
一
目
、
脱
走
し
て
筒
・
訟
に
走
り
、
有
馬

温
泉
に
簡
師
と
な
り
、
傍
ら
子
弟
に
謡
番
・
寄
衝
を

敬
へ
た
。
天
明
八
年
五
月
十
ご
日
或
十
七
践
を
以
て

夜
L
、
関
洲
士
穏
と
諮
せ
ら
れ
た
。

タ
ダ
ゴ
ウ
直
郷
珠
洲
郡
に
あ
っ
た
。
法
住
寺

難
文
明
十
ご
年
九
用
八
日
統
秀
等
の
判
聾
及
び
亭
疎

四
年
五
周
十
九
日
綱
光
在
刊
の
寄
進
放
に
、
若
山
庄

直
郷
と
あ
る
か
ら
、
笛
時
は
若
山
庄
の
一
部
で
あ
っ

た
と
見
え
る
。

タ
ダ
ゴ
ウ
直
郷
珠
洲
郡
に
臨
し
、
務
政
時
代

で
は
宗
玄
・
鵜
島
・
黒
丸
・
鵜
飼
・
堂
守
谷
・
鳥
越
・
下
山
崩

越
・
金
崎
寺
・
法
住
寺
・
随
凶
・
西
方
寺
・
馬
渡
・
大
町
泥

木
・
寺
赴
h

南
方
・
北
方
の
十
六
ヶ
村
を
含
ん
で
ゐ
た
。

タ
ダ
シ
ユ
・
ワ
へ
イ
多
国
周
卒
臨
京
都
鵜
川
の

人
。
識
は
野
村
、
字
は
士
雄
、
践
は
裳
淵
叉
は
背
務

様
。
貧
層
元
年
京
に
出
で
、
態
を
山
脇
東
洋
に
皐
び
、

四
年
江
戸
に
移
り
、
=
一
浦
縮
山
に
経
時
を
受
け
た
。

叉
建
部
涼
岱
に
俳
諮
を
接
び
、
六
年
武
競
背
梅
に
寓

L
て
万
圭
を
業
と
し
、
底
近
闘
に
行
脚
し
て
桃
入
仙

集
を
著
し
た
。
八
年
邸
郷
し
、
そ
の
笠
年
よ
り
金
持

象
限
町
に
出
で
て
障
を
管
み
、
安
永
三
年
再
び
鴎
郷

し
て
老
を
養
ひ
、
文
化
元
年
五
用
品
u
八
日
七
十
九
歳

を
以
て
夜
。

タ
ダ
ジ
ロ
ザ
Z

モ
ン
多
国
次
郎
左
衛
門
初
め

て
前
回
利
長
に
仕
へ
て
五
百
石
を
領
し
た
。
子
孫
樹

織
い
で
務
に
仕
へ
る
。

タ
ダ
ジ
ン
ジ
ヤ
多
太
紳
融
公
〉
沿
革

l
能
美

郡
小
松
上
本
折
町
に
鎮
座
す
る
。
式
内
等
醤
祉
担
に
、

『
多
太
前
世
。
式
内
一
座
。
板
棒
郷
小
松
銀
座
。
今

稽
=
多
太
八
幡
刊
或
去
祭
跡
太
田
々
様
子
命
。
今
鑓
=

織
髄
夫
議
刊
以
=
八
幡
大
柿
-
儒
a
樹
殿
刊
稽
a
D
9
太
八

幡
宮
包
と
稽
す
る
も
の
で
あ
る
。
朝
野
群
載
の
康
和

五
年
六
周
十
日
奏
朕
に
、
『
瀞
祇
官
御
髄
御
卜
奏
。

坐
=
加
賀
闘
-
菅
生
前
多
太
紳
云
々
。
』
平
家
物
訴
篠
原

合
戦
の
僚
の
、
『
木
曾
殿
や
が
て
そ
こ
に
で
諸
祉
へ
耐

領
を
寄
せ
ら
る
。
多

mの
八
幡
へ
は
蝶
屋
庄
云
々
。
』

石
清
水
文
書
腿
永
十
八
年
悶
十
周
十
四
日
附
足
利
義

持
判
替
に
、
『
石
清
水
八
幡
宮
寺
末
世
多
太
枇
』
な
ど

と
い
ふ
も
の
、
皆
本
祉
に
か
a
h

る
も
の
で
あ
る
。

五
一
七


